
 

 

 発表ノート機能・配付機能 

 中学校 第２学年 数学 

「連立方程式」 
 

（１）ねらい 買い物を想定した場面において、条件を図や表に表せば等しい関係を整理しやすくなることや解を求め

た後に吟味をする必要があることに気付き、割合に関する問題について筋道立てて説明することができる。 

 

（２）評価規準 割合についての連立方程式を筋道立てて考え、解を導いている。（思考・判断・表現） 

 

（３）学習展開（９／10） 

過程 学習活動 指導・援助（留意点） 
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１ 問題提示 
 

問題ある店でケーキと紅茶を買いました。それぞれ定価で買った
ときは合わせて600 円でしたが、セットで買ったときは 100
円安く買うことができました。セットで買ったときのレシート
を見ると、ケーキは定価の２割引、紅茶は定価の１割引でした。 

 
 ・一次方程式の時のように図や表に整理すれば、立式できそうだ。 

２ 課題 

条件を図や表に整理して、連立方程式を使って考えよう。 

３ 個人で追究する。 

４ 全体で確認し、課題を解決する。 

・ケーキの定価をｘ円、紅茶の定価をｙ円とする。 

 

 ケーキ 紅茶 合計 

定価 ｘ ｙ 600 

割引 ２割引 １割引 － 

割引後の値段 (1-0.2) ｘ (1-0.1) ｙ 500 

   ｘ＋ｙ＝600 … ① 

   0.8ｘ＋0.9ｙ＝500 … ② 

  上記の連立方程式を解くと  ｘ＝400 

ｙ＝200  となる。 

・ケーキの定価400円、紅茶の定価200円は問題の答えである。 

５ 練習問題を行う。 
 
問題濃度６％の食塩水をｘｇ、濃度14％の食塩水をｙｇ混ぜて、

濃度９％の食塩水を200ｇ作りたい。それぞれ何ｇずつ混ぜれ

ばよいか求めなさい。 
 

 ・濃度６％の食塩水を125ｇ、濃度

14％の食塩水を 75ｇ混ぜればよ

い。 

※自分や周りの生徒の学習進度に合

わせて、追加の問題を解いたり、教

え合いを行ったりと学びを発展さ

せる。 

 生徒用 ICT 端末は事前に配付して

おく。 

 問題を短冊プリントとして配付し、

要点をまとめながら問題を理解す

る。 

 

 

 

 数値に着目しながら、筋道立てて説

明することができているか見届け

る。 

 
 ICT 端末の画面が切り替わってし

まうため、解を求めるための説明文

は黒板に残しておく。 

 

 

 
 

 

 

【ＩＣＴ活用の工夫】 

 「発表ノート」機能を使い、練習問

題を送信することで、自分のペー

スで練習問題に取り組むなど、主

体的な学習を推進する手立てとす

る。 

・練習問題の答えも「発表ノート」

に載せておき、好きなタイミング

で答えを確認できるようにする。 

【ＩＣＴ活用の工夫】 

 問題解決のヒントとなる考え方や

カメラ機能で撮影した生徒のノー

トなどを生徒用ICT端末に投影す

る。 

協働学習 
支援ツール 

【中・数学】 

 


